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供試体 3 ,B,C を準 て，3 種 側圧σ3

そ 示すような手 b)で行 (Figure 参照)下記
さい。なお，各供試体の土粒子質量 ms=350(g)，土粒子密度ρs=2.6
(Vv：間隙体積，Vs：土粒子体積)，三軸圧縮試験の時に供試体に
差 q=σ1’－σ3’である。 
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Figure 1に示す 3種類の実験について，下記の文中の空欄を適切な

の飽和単位体積重量γsat(kN/m3)，透水係数 k0(m/s)，水の単位体積重

軸，実験装置の奥行きは 1(m)で装置内の水面は一定を保つものとす

(1)Figure 1a)に示す実験における砂の内部の z方向垂直全応力σ1(

垂直有効応力σ1’(z)(kN/m2)の分布および流速 v1(z)(m/s)，砂の下端(z

頭 h1(H)(m)は，それぞれ次のようになる。 

σ1(z)=  γsat･（H－Z）   (kN/m2)，h1(z)=   H   (m)，

σ1’(z)= （γsat－γw）･（H－Z） (kN/m2)，v1(z)=   0    (m

(2) Figure 1b)に示す実験における砂の内部の z方向垂直全応力σ2

垂直有効応力σ2’(z)(kN/m2)の分布および流速 v2(z)(m/s)，砂の下端(z

頭 h2(H)(m)は，それぞれ次のようになる。 

σ2(z)=  γsat･（H－Z）  (kN/m2)，h2(z)=     2H－Z  (m

σ2’(z)=（γsat－2γw）･（H－Z） (kN/m2)，v2(z)=  k0   (m/s)

(3)Figure 1c)に示す実験における砂の内部の z方向垂直全応力σ3(

垂直有効応力σ3’(z)(kN/m2)の分布および流速 v3(z)(m/s)，砂の下端(z

頭 h3(H)(m)は，それぞれ次のようになる。 

σ3(z)= γwH+γsat･（H－Z） (kN/m2)，h3(z)=  H+Z    (

σ3’(z)=  γsat･（H－Z）   (kN/m2)，v3(z)=  －k0   (m/
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0,300(kN/m2)の下で排水三軸圧縮試験を
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水の密度ρw=1.00(g/cm3)，間隙比 e=Vv/Vs 
均有効主応力 p’=(σ1’+2σ3’)/3，主応力

埋めなさい。なお，実験に用いた砂（Sand)

/m3)で一定であり，位置水頭の基準面は x

全水頭 h1(z)(m)，間隙水圧 u1(z) (kN/m2)，

全水頭 h1(0)(m)，上端(z=H)における全水
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